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平成３０年度～令和２年度 厚生労働科学研究費補助金 
（成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業（健やか次世代育成総合研究事業）） 

妊娠初期の感染性疾患スクリーニングが母子の長期健康保持増進に及ぼす影響に関する研究 

 

分担研究報告書 

妊娠初期の感染性疾患検査結果に対する妊婦自身の認識はどの程度正しいか 
妊娠初期の感染性疾患スクリーニングが母子に及ぼす影響に関する前向き観察研究より 

 

 研究分担者 小田上瑞葉 横浜市立大学附属市民総合医療センター総合周産期母子医療センター 助教 

  青木 茂 横浜市立大学附属市民総合医療センター総合周産期母子医療センター 准教授 

 

研究要旨 

妊娠初期の感染性疾患検査結果に対する妊婦自身の認識についてと、感染性疾患に対する妊婦の知識に対し, 

研究の一環として調査を行った。その結果、妊婦の感染性疾患検査結果には正しく認識されているということ

が明らかになった。一方で、感染性疾患に対する知識は十分ではない結果が得られ、今後感染性疾患の母児に

与える影響についてさらなる啓発が必要である。 

 
Ａ．研究目的 
 母子の健康への影響が大きい妊娠初期 
感染性疾患スクリーニング検査の結果に 
対する妊婦の認識と知識を調査し、妊娠 
中から産後の母子の健康保持促進に産婦 
人科医師が果たす役割について明らかに 
すること。 
 
Ｂ．研究方法 
 研究に参加した25施設において、研究 
に同意した4,354名の妊婦を対象とし、2 
018年5月から2019年9月の期間に妊娠初 
期検査結果のうちB型肝炎、C型肝炎、 
梅毒、HTLV-1、子宮頸部細胞診の結果 
を診療録とアンケート回答を比較し一致 
率を調査した。また上記疾患の認識率を 
調査した。 
（倫理面への配慮） 
横浜市立大学附属病院研究倫理委員会に 
おいて承認済みである。 
 
Ｃ．研究結果 
 妊娠初期検査の診療録の結果と妊婦自 
身のアンケート結果は統計学的に一致し 
ているという結果であった。世帯収入が 
多いほど、また学歴が高いほど感染性疾 
患に対する知識を持っているという結果 
が得られた。 
 
Ｄ．考察 
 妊婦の感染性疾患検査結果に対する認 
識は概ね正しく、自身の結果を認識でき 
ている。検査で異常を指摘されたものに 
ついての母子感染予防対策について、産 
後の長期的な母子健康保持のため十分な 
情報提供を行う必要がある。感染症に対 
する知識は十分であるとは言えず、より 
多くの人々が正しい知識を得られるよう 
に医療者・行政からの啓発を行うことも 
必要である。 

 

 

Ｅ．結論 
 感染性疾患検査結果に対する妊婦自身 
の認識は正しいことが分かった。一方で 
妊婦の感染症に対する知識は十分とはい 
えない。一般集団への啓発や、特に検査 
結果で異常を指摘された者に対し母子感 
染予防法から産後の長期的なフォローの 
必要性や方法についての情報提供を適切 
に行うべきである。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  なし 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
 現在投稿準備中 
 
 2.  学会発表 

1. 小田上瑞葉, 岩田亜貴子, 山本ゆり子, 小
畑聡一朗, 永田亮, 栃尾梓, 高見美緒, 須
郷慶信, 榎本紀美子, 倉澤健太郎, 青木茂,
 宮城悦子: 妊娠初期の感染性疾患検査結
果に対する妊婦自身の認識はどの程度正し
いか～妊娠初期の感染性疾患スクリーニン
グが母子に及ぼす影響に関する前向き観察
研究より～. 第71回日本産科婦人科学会学
術講演会, 名古屋, 2019, 4.  

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 3.その他 
 なし
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